
Ｈ２７年度の研修概要１

◇H27年度受講者：29人
〈内訳〉・市町村職員：23人

・地域おこし協力隊：2人
・市景観審議委員：1人
・住民団体等 ：3人

◇研修講師：山梨大学生命環境学部
地域社会システム学科
大山 勲 教授



Ｈ２７年度の研修日程２

No 研修内容 日時

第１回 景観の基礎について H27.6.22（月）13:30～16:30

第２回 演習（ワークショップ） H27.7.29（月）9:00～17:00

第３回 景観まちづくりの基礎 H27.10.22（木）13:30～16:30

第４回 現地講習（県内） H27.11.4（水）10:00～16:00

第５回 現地講習（県外） H27.11.12（木）11:00～16:00

第６回 現地講習（県内） H27.12.2（水）13:30～15:30

第７回 演習（ワークショップ） H28.2.26（金）9:00～17:00



研修（第１回）の内容３

1.はじめに
1）なぜ今、景観か？
2）景観形成の目的と期待
3）景観行政の現状
4）地域景観リーダーへの期待

2.景観を捉える基礎知識

『景観の基礎について』



研修（第２回）の内容４

グループワーク（ワークショップ・KJ法・ﾌﾞﾚｰﾝｽﾄｰﾐﾝｸﾞ）

1.良い景観（悪い景観）とは何か？
2.良い景観を保全・改善する策の検討
3.発表

演習『ワークショップ』



研修（第３回）の内容５

1.第1回の復習
2.まちづくりとは
3.景観まちづくりの事例
4.リニア時代に向けた山梨のまちづくり
5.まちづくりはソフトだけではない

ソフトとハードがつくる「設え」
6.制度化を目指す：景観地区、地区計画
7.防災まちづくりと景観まちづくり～自然

への畏敬～日本の風土→防災から景観へ
総合まちづくりへ（市川三郷）

8.おわりに

『景観まちづくりの基礎』



研修（第４回）の内容６

1.地域資源を活かした「文化の見えるまちづくり」の勧め
（Koshuかつぬま文化研究所 事務局長 三森哲也氏）

2.フットパス

現地研修『勝沼フットパス』



研修（第５回）の内容７

協働による景観まちづくり
1.街中がせせらぎ事業
～歩きたい街、住みたい街をめざして～
2.景観重点整備地区（5地区の紹介）
3.ガーデンシティみしま

現地研修『三島市の景観まちづくり』

街中がせせらぎ事業

【事業計画づくり】
・総論のワークショップ
→各論のワークショップ
（住民と400回以上実施）

【整備内容】
・土色の脱色アスファルト
・水の仕掛け
・アダプトプログラム（里親制度）

（テーマ）
・回遊性
・楽しく歩くための工夫

（協働で大切なこと）
・対話
・情報の公開
・合意形成
・役割分担

【ほか、整備内容】
・三島駅（南口）
・三島市総合観光案内所
・源兵衛川の再生
・案内サイン

（提案）

【景観重点整備地区の指定】
・白滝公園・桜川地区
・源兵衛川地区
・蓮沼川
・大通り地区
・芝町通り地区

（保全）

（創出）

三島の景観資源として「花」を加え、
各種取り組みを実施。
・市街地の花飾り
・地域花壇、企業花壇
・推進会（89団体） など

【水の仕掛け】

【源兵衛川】

【土色舗装】

【案内サイン】

【三島市役所の方々】

【花飾り】



研修（第６回）の内容８

1.景観形成モデル事業
2.世界文化遺産景観形成支援事業
→各種事業による修景事例の視察
（美しい県土づくり推進室 渡邉主任）

現地研修『忍野村における景観づくり』



研修（第７回）の内容９

事前課題『身近な地域のまちづくり活動への政策提案』
（内容）
・身近な地域のまちづくり活動について調べ、その活動の紹介、課題の解決

策等の提案。
・地域での活動の紹介を主とし、活動をさらに活性化させるためにの方策及

び今すぐ（１年程度）できる事を提案に含める。

演習：ワークショップ
『まちづくり活動を初動させるためには何をすればよいか』
『まちづくり活動を継続、発展させるためには何をすればよいか』


